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発表の流れ

• テスト設計の背景

• 要求分析・アーキテクチャ設計

• テスト詳細設計

• スコープの決定⽅法

• テスト実装

• ⾮機能要件について

• まとめ
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1.テスト設計の背景

テストの背景
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ASTER社からの依頼はテスト管理ツールの「システムテスト設計」

• 提供されるもの︓ユーザーマニュアルと提案書、実際に動作する
ソフトウェア

• ツールは既に多くの企業で導⼊されており、最近は他社製のテス
ト管理ツールとの差別化のために機能アップデートの機会が増え
ている

• テスターはテスト設計会社と同じ会社に所属いており、評価に慣
れたチームで構成されている

システム開発︓ASTER社 テスト開発︓ジョゼ社

頻度が増える機能アップデートに対応した
テスト設計を検討する



１.テスト設計の背景 保証する内容

ジョゼの保証前提
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テストアーキの検討

• 既存機能に対する評価は実施済み
• 評価対象は基本的にはアップデートの機能及びその影響範囲に対して⾏う

• システムの全体像を機能⼀覧・マインドマップで表現
• アップデート機能に対し、ユースケースを検討
• ユースケースの全フローの各アクティビティに対し、構成する機能を洗い出すことで要
求を具体化していく



1.全体のプロセス

テスト設計の進め⽅
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マニュアル
提案書

要求分析

• 要求分析
• 機能⼀覧・マインドマップ作成

アーキ

設計

• ユースケース洗い出し
• 各アクティビティの構成機能洗い出し

詳細設計

•アセット⼀覧の作成
•アップデート機能へのアセットの適⽤

テスト仕様書



２．要求分析・アーキ設計

Input
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Point

ユーザーマニュアル 提案書 現⾏ソフト

ユーザーマニュアルを及びシステム動作を元に，機能洗い出しを⾏う

機能⼀覧



２．要求分析・アーキ設計

マインドマップ
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２．要求分析・アーキ設計

Input
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Point

機能アップデートの要求概要

要求インプットの抽象度が⾼い場合に、まずユースケースを明らかにす
ることでアップデート機能を実現するアクティビティを明確化する

ユースケースフロー（ユースケースコンテナ）



２．要求分析・アーキ設計
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Input

Point

ユースケースフローの各アクティビティに対しできること（＝機能）を
洗い出す

ユースケースフロー（ユースケースコンテナ）



３．詳細設計 アセットの作成

9

Point

アセットとは、テストの観点をまとめたもの

アセットの例



３．詳細設計 アセットの作成

10

Point

アップデート機能に対してアセット紐づけを⾏う
(例︓コメント⼀覧表⽰機能)
※既存のアセット⼀覧にない場合は新規追加を⾏う

50 表⽰⽅法 アラート表⽰，ポップアップ表⽰，通常表⽰
New︕



３．詳細設計
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Point

アップデート機能に対しアセットを適⽤する

ユースケースコンテナ



３．詳細設計 アセットの作成
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Point

★利点
・観点アセットをあらかじめ整理しておくことで，各機能・要求へのテス
ト観点を考える⼯程を効率化する

・観点漏れ分析等や問題の切り分けに有⽤
→各ステークホルダーに対する説明や合意形成に役⽴つ

・他システムにも応⽤することが可能︓蓄積，洗練できる



３．詳細設計 アセットの作成
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【決勝の指令】
[テストアーキテクチャで改善すべき点を⽰したうえで⾒直す]
・システムの全体像が⾒えづらい
・各設計プロセスの繋がりが⾒えない
への対応
全体図を明確化することでテストの対象やアセットの紐づけを考えやす
くする



4．テスト範囲の決定
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Point

・考え⽅１
親⼦兄弟を対象とする

例︓「配置」にアップデート
→その兄弟の機能「フィルタ，表⽰・⾮表⽰，履歴表⽰など」も評価の
対象とする



4．テスト範囲の決定
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Point

・考え⽅２
同じ機能分類名を対象とする

例︓「テキスト⼊⼒」にアップデート
→テキスト⼊⼒が⾏われる機能に影響すると考え，それらの機能分類を
テスト対象とする



4．テスト範囲の決定
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Point

・考え⽅３
同じアセットが紐づいているものを対象とする

例︓ユーザ登録状態の判定部分にアップデートが⼊ったとする
→ユーザの登録状態を基準として動作する機能は影響を受け得るとして，

「ユーザ登録状態アセット」が紐づいている機能をテスト対象とする



５．テスト実装
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Point

テスト観点︓アセット⼀覧
⼿順︓ユースケースフロー図（コンテナ）
期待値︓アセット内の要素



６．⾮機能要件のテスト観点
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Point

・品質特性・副特性を元に関連する観点を洗い出す
→各観点に対し基準を設定し，それを⾮機能要求とする



６．⾮機能要件のテスト観点
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Point

・品質特性・副特性を元に関連する観点を洗い出す
→各観点に対し基準を設定し，それを⾮機能要求とする



７．リスク分析の活⽤
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Point

★テスト設計の段階ではなく，実際に評価を運⽤する段階で活⽤
頻度︓その⽋陥が発⽣する頻度を⼀⼈の⼈間が⼀⽇操作したときに発⽣する割合
システム改修における重⼤度︓その⽋陥を改修する際に発⽣する遅延やその他コストで重みづけ
エンドユーザーにおける重⼤度︓その⽋陥がエンドユーザー側で露になった場合に影響に重みづ
け



７．リスク分析の活⽤
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Point

対応コスト︓頻度，システム改修における重⼤度，エンドユーザーにおける重⼤度3つの点数を
合計し，費⽤の観点で重みづけしたもの



７．まとめ

今回のテスト設計でできること
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・機能⼀覧と機能構成図（マインドマップ）を作成しシステムの全体像を
明らかに

・ユースケースフローとユーザーストーリーマッピング的考え⽅を⽤いて
要求を具体化

・アセット⼀覧を作成してテスト観点・条件を共通化
・マインドマップを⽤いてテスト範囲を定義
※リスク分析により評価運⽤を効率化

→ 以上により、テスト設計を効率化し、頻発する機能アップデートに
対応する




